
植物の現況

常緑針葉樹

区分 樹種名 現況本数
H3.0
以上

H3.0
未満

高木 1 アカマツ 29 27 2
2 イヌマキ 6 0 6
3 イブキ 1 1 0
4 カイヅカイブキ 18 10 8
5 クロマツ 27 23 4
6 サワラ 1 1 0
7 スギ 88 84 4
8 チャボヒバ 1 1 0
9 ヒマラヤスギ 1 1 0
10 マツ類 2 2 0
11 モミ 4 2 2

中低木 12 キャラボク 1 0 1
小計 179 152 27

常緑広葉樹

区分 樹種名 現況本数
H3.0
以上

H3.0
未満

高木 100 ウラジロガシ 17 1 16
101 クスノキ 3 2 1
102 サカキ 7 3 4
103 サンゴジュ 34 28 6
104 シラカシ 1 1 0
105 シロダモ 153 9 144
106 スダジイ 11 5 6
107 タブノキ 153 57 96
108 モチノキ 29 14 15
109 モッコク 15 4 11
110 ヤブツバキ 106 26 80

中低木 111 アオキ 285 2 283
112 イヌツゲ 8 0 8
113 カクレミノ 4 1 3
114 キヅタ 1 0 1
115 サザンカ 14 1 13
116 サツキ 7 0 7
117 シキミ 1 0 1
118 シュロ 27 2 25
119 ナンテン 1 0 1
120 ネズミモチ 174 22 152
121 ハイイヌツゲ 10 0 10
122 ヒイラギ 4 0 4
123 ヒサカキ 792 105 687
124 マサキ 17 0 17
125 マンリョウ 5 0 5
126 ヤツデ 61 0 61
127 ユズリハ 1 0 1
小計 1941 283 1658

落葉広葉樹

区分 樹種名 現況本数
H3.0
以上

H3.0
未満

高木 200 アカメガシワ 23 15 8
201 ウメ 146 105 41
202 エノキ 113 58 55
203 オオバヤシャブシ 1 1 0
204 カキノキ 1 1 0
205 カラスザンショウ 4 3 1
206 クサギ 6 0 6
207 クワ 1 1 0
208 ケヤキ 2 2 0
209 サクラ類 14 13 1
210 ズミ 1 0 1
211 センダン 1 1 0
212 タカオカエデ 15 7 8
213 トネリコ 1 1 0
214 ネムノキ 2 2 0
215 ハゼノキ 7 0 7
216 ハンノキ 9 9 0
217 マユミ 2 1 1
218 ヤマグワ 2 0 2
219 ヤマモミジ 12 5 7

中低木 220 アサクラザンショ 2 1 1
221 イヌビワ 1 1 0
222 ウメモドキ 6 0 6
223 ケナシヤブデマリ 4 1 3
224 コマユミ 2 0 2
225 サンショウ 1 0 1
226 ツツジ類 57 0 57
227 トウグミ 2 0 2
228 ナツグミ 1 0 1
229 ニシキギ 1 0 1
230 ノイバラ 12 0 12
231 バラ類 1 0 1
232 フジ 3 1 2
233 ムラサキシキブ 3 1 2
小計 459 230 229

対象地内植物状況の特徴
敷地内には2,579本の樹木が植栽

天満宮を象徴する樹木

○花物：ウメ、ツツジ 等

○大径木：スダジイ、タブノキ 等

○特徴ある景観形成：アカマツ 等

○最も本数の多い樹木：ヒサカキ

対象地内植物一覧表

天満宮を象徴する植物を□で表示

植物環境
保全



植物への直接的影響

輪中堤整備に伴う影響木の状況

全体の約14％、360本程度が影響木

シロダモ、タブノキ、ウメ、エノキなど
が、本数としては多い

対象地内影響木一覧表

影響する本数の多い植物を□で表示

植物環境
保全



植物への直接的影響

小松天満宮植物現況平面図

輪中堤内側法尻を□で表示

植物環境
保全



植物への直接的影響

小松天満宮植物リスト

天満宮を象徴する植物を□で表示

植物環境
保全



植物への直接的影響

小松天満宮断面イメージ図

樹木密度の調整
風の通り道を作
らないよう配慮

地下水位は大きく変動
しないと予想され、植
物に対する影響は少な
いと考えられる

常緑樹を中心とし
た修景植栽の実施

雨水排水施設
の整備

影響木の移植先
良質客土を行い
、施工時に転圧
しすぎない必要
がある

植物環境
保全




